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IV おわりに
トポロジー的な空間の見方は，ユークリ ッド的
（または非ユークリ ッド的）な空間の見方が距離概
念を中心としているのとは異なり，連結性概念を
中心としている。それは，ユークリッド的な空聞
の見方と比べて，全体的，構造的な見方であり，
「質的」または「柔らかい」空間のとらえ方と言う
ことができる。そのようなトポロジー的な空間の
見方は，従来のネットワーク研究から判断する限
り，あまり正確に理解されているとは言えなかっ
た。そのもとになっているのは，線パターンの分
析すなわちトポロジーという誤解である。それゆ
え， トポロジー的な研究とそうでない研究とに分
けて文献目録を示すことは， トポロジー的な地理
学を理解し，意義を考える上でも重要と考えた。
トポロジー的な空間の見方において，ある現象
が地表面に線パターンとして刻印されているかど
うかは本質的な事がらではない。そうではなくて，
空間の関係性が重要なのである。たとえば，これ
は単純な例ではあるが，ポルトカ、、ルと韓国は陸続
きであるとか（連続性），アメリカ合衆国とカナ夕、
は隣接しているとか（隣接性），群馬県は関東地方
?
?
?
?
に属するとか（包含性），また，ある行商人がA村
から B村をへてC村へ商売に行くとか（順序性），
銀座かいわいで買物をする（近傍）というふうな
ことである。これらの例からわかるように， トポ
ロジー的な空間の見方とは，距離概念を必要とし
ておらず（非計量的），また対象が線パターンであ
る必要はない。そしてこのような空間の見方がど
のような地理学的問題の解決に役立つかは，これ
まで十分に検討されてこなかったが，少なくとも
従来のどの計量的手法によっても表現できなかっ
た空間構造を，それは明らかにするであろう。
以上のような文献目録の整理から，従来のネッ
トワーク分析の諸手法の再検討と，新しいトポロ
ジー的な地理学研究への足がかりとなることを期
待したい。
